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Tour de Lombok Mandalika 2018 2.2class
期日：2018年4月13日（金）～4月15日（日）
開催地：インドネシアロンボク島
出場チーム：18チーム 選手：86人
全3ステージ 総距離：367km 出走86人 完走65人

2回目の開催となるツール・ド・ロンボクに本年も参戦致しました。
昨年は強力な外国人メインの布陣で勝利を掴んだTeamUKYOですが、今年は日本人
選手のみで挑みました。
平塚、吉岡、小石、中井、徳田鍛造の5名で上位を狙います。
参加チームは日本からは他にAISANレーシング、そしてアジア各国を中心に計18
チーム。
ツール・ド・タイランドに続き、連日35℃を越える過酷なツアー参戦です。
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第1ステージはスタート直後に山岳ポイントがあり、中盤でも大きな登りのあります。
2.6kmのニュートラル区間が過ぎると、最初の山岳ポイントに向かってプロトンは猛
烈なスピードで進みます。

どんどんと選手が遅れていき、集団前方で熾烈なアタックがかかると、うまく抜け
出した10数名の逃げが決まります。

その後のアップダウンで人数を減らし8人となりますが、TeamUKYOからはそこに平塚と
小石が入る有利な展開。
そのまま順調にローテーションを繰り返し、勝負はこの人数での小スプリントへ。
残り700mで小石が早駆けし、アシストされる形でスプリントを開始した平塚ですが他選
手との接触により痛恨の落車。ステージ7位と8位となりました。
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第2ステージは今大会の最も長い172km走ります。しかも終盤に15kmで標高差1,200m
を一気に登る、勝負が決まるクイーンステージです。
序盤にできた逃げに中井が乗ります。
6人で順調にローテーションを繰り返しながら100キロ以上に渡って逃げ続けると、
その間にTeamUKYOの4名はメイン集団内で脚を温存しながら次の展開に備えます。
最初の山岳ポイントを超え、残り50km付近から徐々に登りが始まると、登坂力に秀
でた選手だけが残り他は脱落していくタフな展開に。

TeamUKYOの中井選手も集団に捕まり、アシストを終えた吉岡と徳田優も遅れますが勝
負を任された平塚と小石が最後まで粘り、トップから約5分遅れの6位と8位でフィニッ
シュしました。これでふたりは個人総合をそれぞれ5位、7位としました。
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第3ステージは、Mataram街中に設定された11kmのコースを10周するクリテリウム。
序盤にできた4人の逃げに総合上位選手が含まれなかったため集団はこれを容認。
タイム差1分程度をキープしながら逃げ続けます。
しかし残り3周を切るとペースアップしたメイン集団はこれを吸収。

小さな逃げができる動きはありますが最終的には大集団でのスプリントとなり、
TeamUKYOは全員がタイム差無しの集団内ゴールとなりました。

これによって全3ステージが終了し、1秒差で迫っていた他チームの選手にボーナスタ
イムで抜かれてしまった平塚は個人総合6位、小石7位。またチーム総合では3位とな
りました。
チームコメント：
今回はUCIアジア2クラスで日本人のみで参戦して、若い日本人選手がベテランの平塚
を中心に様々なトライを出来たことは選手たちにとっても大きな経験となりました。
中井は100km以上に渡って6名で逃げ続け、吉岡と徳田優は連日チームカーからの補給
を。
経験豊富な平塚と小石はしっかりとUCIポイント圏内にリザルトを残りました。
チーム総合でも表彰台に立つことができました。
これを活かしてさらなるステップアップを出来るよう今後も邁進していきます。
引き続き変わらぬ応援の程、宜しくお願い致します。
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